










転入数・転出数の推移

健康寿命の推移
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平成30年度
(2018)

令和元年度
(2019)

男性（山口市） 女性（山口市）

男性（山口県） 女性（山口県）

健康寿命(※)の推移（山口市）（歳）

（資料）山口県健康増進課

(※)「日常生活動作が自立している期間の平均」（要介護2以上になるまでの期間）を指す。
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(2013)

平成26年
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(2018)

令和元年
(2019)

令和2年
(2020)

≪参考≫
令和3年
(2021)

（資料）山口市住民基本台帳 （各年1月～12月までを集計）

転入数

転出数

社会増減

83.31 83.60 83.84 84.01
84.46 84.24

83.80

84.25

85.46 85.75

83.01 83.25 83.25 83.59 83.81 83.80

83.89

84.01 84.16 84.27

77.62

79.32
78.78

79.21
79.89 79.91

80.26
80.81

80.24
80.72

77.30

78.17 77.99 78.24
79.00 79.19 79.38 79.24

79.86 79.94

(2021)

9,077 8,928 8,734 8,810 8,000 7,970 7,791 8,069 7,750 8,022 8,100 7,946 7,922 7,992 7,499 7,274

8,858 8,946 8,784 8,311 8,222 7,652 8,149 7,937 7,810 8,206 7,809 7,859 8,012 7,943 7,473 7,248

219 -18 -50 499 -222 318 -358 132 -60 -184 291 87 -90 49 26 26

270

資
料
編

参
考
資
料
（
デ
ー
タ
集
）

7



年齢（5歳階級）別の転入数・転出数の状況

県内・県外別の転入数・転出数の状況

転出
14,597人 ＋1,883人 転入

16,480人
転出

22,595人 ▲1,334人 転入
21,261人

宇部市

防府市

下関市

周南市

岩国市

萩市

山陽小野田市

美祢市

下松市

長門市

光市

柳井市

その他

広島県

福岡県

東京都

大阪府

岡山県

島根県

兵庫県

神奈川県

愛知県

愛媛県

千葉県

長崎県

その他

3,032 4,125

3,464

2,199

1,352

1,014

666

750

809

584

405

537

436

6,254

3,060

2,207

1,487

960

733

612

516

561

390

393

299

347

3,091 3,950

2,832

1,604

1,045

924

822

688

598

423

559

376

443

6,997

2,997

2,397

1,631

1,108

1,330

769

854

564

565

414

324

436

4,000 3,000 2,000 1,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000 8,000 6,000 4,000 2,000 0 2,000 4,000 6,000 8,000

（資料）山口市住民基本台帳（平成27年10月1日～令和2年9月30日までの合計）

（資料）山口市住民基本台帳（各年10月～翌9月までを集計）

転入

転出
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（人）

② 県外① 県内

H22.10.1～H27.9.30 5年間合計 H27.10.1～R2.9.30 5年間合計

-2,790 

-1,888 

675

204 213 
52 53

706

479 523
437 437

327

3095 84 47 53 40 64 14 6 32
86 93 64 33 64 96 61 15

104141 180126 170
14

0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～

-364
-38 -80 -4 
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Ｍ字カーブの解消と男女別雇用形態の推移

交流人口等

（資料）総務省統計局「就業構造基本調査」
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女性の年齢階級別労働力率（山口市）

平成17年(2005) 平成22年(2010) 平成27年(2015) 令和2年(2020)
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H19
（2007）

H24
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H29
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男女別 雇用者数と正規雇用者率（山口市）

雇用者数（男） 雇用者数（女）

正規雇用者率（男） 正規雇用者率（女）

（人） （％）

（資料）国勢調査
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42,900 

46,700 
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40,500 
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(2013)
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(2014)

H27年
(2015)

H28年
(2016)

H29年
(2017)

H30年
(2018)

R元年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

交流人口 外国人観光客数

3,682,430
27,707

3,852,610
28,189

3,660,183
27,717

3,902,880
26,099

3,837,346
18,609

4,216,384
18,890

4,284,090
12,360

4,283,248
16,716

4,312,787
26,264

4,670,592
67,785

4,711,803
75,470

4,834,693
87,863

6,118,939
113,589

5,156,337
76,042

3,040,552
8,599

3,357,705
3,789

4,375,749
21,716
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人口長期ビジョンと将来人口推計

人口長期ビジョン

将来人口推計

第二次山口市総合計画
計画期間(H30-R9)

189,365人

184,715人

・令和2年国勢調査に基づく本市独自の推計
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180,000

190,000

200,000
（人）

人口長期ビジョン
（上位推計）

将来人口推計
（下位推計）

令和9年
（2027年）

平成30年
（2018年）

（2015年）
平成27年

（2020年）
令和2年

（2025年）
令和7年

（2030年）
令和12年

（2035年）
令和17年

（2040年）
令和22年

（2045年）
令和27年

（2050年）
令和32年

（2055年）
令和37年

（2060年）
令和42年

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

令和7年
（2025年）

令和9年
（2027年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2055年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

197,422

197,422

193,966

193,966

190,754

187,005

189,365

184,715

187,281

181,279

183,867

175,035

180,879

167,676

178,724

159,584

176,011

151,948

173,126

144,079

170,331

135,832
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将来人口推計（下位推計）におけるこれからの40年

人口長期ビジョン（上位推計）におけるこれからの40年

（人）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000 29.0%
29.8% 30.2% 30.7%

32.0%
34.4%

35.8%
36.8%

37.1%
36.8%

65歳以上

13.9%
12.7% 12.6% 12.4%

13.0%
15.2%

16.2%
14.8%

13.6%
12.8%

15.1%
17.1% 17.6% 18.3%

19.0%
19.2%

19.6%
22.0%

23.5%
24.0%

12.5% 12.3% 12.2% 12.0% 12.1% 11.9% 11.8% 11.6% 11.4% 11.1%

56.6%
57.9% 57.7% 57.3% 56.0% 53.7% 52.4% 51.6% 51.5% 52.1%計画期間(H30-R9)

令和2年
（2020年）

令和7年
（2025年）

令和9年
（2027年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

総人口 193,966 187,005 184,715 181,279 175,035 167,676 159,584 151,948 144,079 135,832
56,173 55,684 55,668 55,644 55,946 57,691 57,042 55,918 53,509 49,983
29,218 31,906 32,437 33,234 33,247 32,176 31,236 33,398 33,867 32,655
26,955 23,778 23,231 22,410 22,699 25,515 25,806 22,520 19,642 17,327

109,862 108,312 106,517 103,825 97,936 90,078 83,696 78,335 74,150 70,759
24,166
3,765

23,010 22,530 21,810 21,153 19,908 18,846 17,696 16,420 15,091

65歳以上
75歳以上
65～74歳

15～64歳
0～14歳
年齢不詳 ・平成年27年(2015年)と令和2年(2020年)の国勢調査からこども女性比及び0-4歳性比を算出し、

　平成27(2015年)と令和2年(2020年)の山口市住民基本台帳から移動率を算出し、本市独自に推計した。
・構成比のうち年齢不詳は非表示としている。端数処理のため、年齢ごとの人口の合計が総数と一致しないことがある。

75歳以上
65～74歳
15～64歳
0～14歳
年齢不詳

0
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40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000
（人）

令和2年
(2020年)

令和7年
(2025年)

令和9年
(2027年)

令和12年
(2030年)

令和17年
(2035年)

令和22年
(2040年)

令和27年
(2045年)

令和32年
(2050年)

令和37年
(2055年)

令和42年
2060年)

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上 年齢不詳

75歳以上
65～74歳

総人口
65歳以上

15～64歳
0～14歳
年齢不詳

193,966 190,754 189,365 187,281 183,867 180,879 178,724 176,011 173,126 170,331
56,173 58,352 58,528 58,791 59,194 61,217 61,204 59,641 56,943 53,470
29,218 34,455 35,249 36,440 36,928 36,516 36,422 38,198 38,184 36,613
26,955 23,897 23,278 22,351 22,266 24,701 24,782 21,443 18,760 16,856

109,862 109,486 108,198 106,267 101,775 95,400 91,424 89,325 89,302 90,743
24,166
3,765

22,916 22,639 22,223 22,898 24,262 26,096 27,045 26,881 26,118

【参考】

2060年
(R42)

2030年
(R12)

2035年
(R17)

2040年
(R22)

2045年
(R27)

2050年
(R32)

2055年
(R37)

2020年
(R2)

2025年
(R7)

2027年
(R9)

・令和2(2020)年は国勢調査。令和7(2025)年以降は、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局提供データ(令和元年(2019年)6月)をもとに推計。
　(転出超過の抑制数等の係数を全市一律として算出した参考値)
・構成比のうち年齢不詳は非表示としている。端数処理のため、年齢ごとの人口の合計が総数と一致しないことがある。

29.0% 30.6% 31.4% 32.2% 33.8% 34.2% 33.9% 32.9% 31.4%

30.9%

12.5% 12.0% 12.0% 11.9% 12.5% 13.4% 14.6% 15.4% 15.5% 15.3%

56.6% 57.4% 57.1% 56.7% 55.4% 52.7% 51.2% 50.7% 51.6% 53.3%

13.9%
12.5% 12.3% 11.9% 12.1% 13.7% 13.9% 12.2% 10.8% 9.9%

15.1% 18.1% 18.6% 19.5% 20.1% 20.2% 20.4% 21.7% 22.1% 21.5%

計画期間(H30-R9)

65歳以上

【参考】

（2020年）
令和2年

（2025年）
令和7年

（2027年）
令和9年

（2030年）
令和12年

（2035年）
令和17年

（2040年）
令和22年

（2045年）
令和27年

（2050年）
令和32年

（2055年）
令和37年

（2060年）
令和42年
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市内21地域の位置・概要

地　　域 面　　積 人　　口
（令和2年国勢調査）

人口密度
（令和2年国勢調査）

大　　　殿 13.07㎢ 7,353人 563人/㎢
4.71㎢ 10,467人 2,222人/㎢
4.09㎢ 13,185人 3,224人/㎢

72.85㎢ 3,019人 41人/㎢
43.83㎢ 4,347人 99人/㎢
24.92㎢ 22,715人 912人/㎢
38.42㎢ 14,214人 370人/㎢
26.67㎢ 14,602人 548人/㎢
19.61㎢ 20,744人 1,058人/㎢
10.82㎢ 13,924人 1,287人/㎢
11.52㎢ 2,328人 202人/㎢
20.42㎢ 2,763人 135人/㎢

8.93㎢ 1,187人 133人/㎢
16.15㎢ 2,099人 130人/㎢
28.87㎢ 6,611人 229人/㎢
12.02㎢ 2,656人 221人/㎢
33.40㎢ 26,344人 789人/㎢
24.09㎢ 6,113人 254人/㎢
25.49㎢ 9,233人 362人/㎢

290.35㎢ 5,196人 18人/㎢
293.08㎢ 4,866人 17人/㎢

白　　　石

湯　　　田

仁　　　保

小　　　鯖

大　　　内

宮　　　野

吉　　　敷

平　　　川

大　　　歳

陶

鋳　銭　司

名　田　島

秋 穂 二 島

嘉　　　川

佐　　　山

小　　　郡

秋　　　穂

阿　知　須

徳　　　地

阿　　　東

阿東

平川 小鯖

宮野

大内

仁保

徳地

鋳銭司

吉敷

小郡

嘉川

秋穂二島

秋穂阿知須

佐山

陶

湯田
白石

大殿

名田島

大歳

市内21地域における人口の推移（国勢調査）

地域
S60

(1985)
H2

(1990)
H7

(1995)
H12

(2000)
H17

(2005)
H22

(2010)
H27

(2015)
R2

(2020)
R2/H7

25年間増減率
R2/H27

5年間増減率

小　　　郡

佐　　　山

嘉　　　川

秋 穂 二 島

名　田　島

鋳　銭　司

陶

大　　　歳

平　　　川

吉　　　敷

宮　　　野

大　　　内

小　　　鯖

仁　　　保

湯　　　田

白　　　石

大　　　殿

秋　　　穂

阿　知　須

徳　　　地

阿　　　東

総　　　数

S55
(1980)

12,312

10,622

14,599

4,026

3,470

11,708

11,894

7,319

10,596

7,182

2,515

3,379

1,945

3,577

6,824

2,776

18,832

9,060

8,327

11,137

11,490

173,590

11,671

9,726

15,076

4,239

4,779

14,220

12,863

8,549

13,275

8,023

2,715

3,809

1,889

3,547

7,016

2,816

20,116

8,997

8,407

10,571

10,845

183,149

10,266

10,514

14,025

4,104

5,067

15,991

13,217

10,602

14,859

9,442

2,804

3,773

1,783

3,382

6,932

2,700

21,772

8,481

8,385

9,753

9,941

187,793

9,103

10,269

14,137

3,904

5,428

18,341

13,851

12,195

16,307

10,745

2,889

3,755

1,689

3,188

7,136

2,642

22,881

8,149

8,300

9,130

9,133

193,172

8,826

9,399

13,846

3,849

5,310

20,439

14,549

13,741

17,531

11,969

2,772

3,571

1,651

2,999

7,130

2,865

23,107

7,941

8,823

8,375

8,422

197,115

8,059

10,064

13,430

3,721

5,066

21,494

15,343

14,494

19,380

12,842

2,733

3,369

1,504

2,827

7,055

2,876

23,009

7,697

9,031

7,683

7,620

199,297

7,496

9,941

12,588

3,579

4,768

22,158

15,509

14,450

19,479

13,036

2,688

3,153

1,410

2,573

6,874

2,833

24,250

7,262

9,176

6,771

6,634

196,628

7,566

10,390

12,981

3,256

4,706

22,878

15,136

14,823

20,402

13,481

2,584

3,064

1,290

2,333

6,533

2,704

25,502

6,680

9,426

5,915

5,772

197,422

7,353

10,467

13,185

3,019

4,347

22,715

14,214

14,602

20,744

13,924

2,328

2,763

1,187

2,099

6,611

2,656

26,344

6,113

9,233

5,196

4,866

193,966

▲19.2%

1.9%

▲6.7%

▲22.7%

▲19.9%

23.8%

2.6%

19.7%

27.2%

29.6%

▲19.4%

▲26.4%

▲29.7%

▲34.2%

▲7.4%

0.5%

15.1%

▲25.0%

11.2%

▲43.1%

▲46.7%

0.4%

▲2.8%

0.7%

1.6%

▲7.3%

▲7.6%

▲0.7%

▲6.1%

▲1.5%

1.7%

3.3%

▲9.9%

▲9.8%

▲8.0%

▲10.0%

1.2%

▲1.8%

3.3%

▲8.5%

▲2.0%

▲12.2%

▲15.7%

▲1.8%
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① 大殿地域

市内21地域別の人口動態の状況

広島県

東京都

福岡県

鳥取県

兵庫県

その他

下関市

防府市

宇部市

周南市

岩国市

その他

阿東

平川 小鯖

宮野

大内

仁保
徳地

鋳銭司

吉敷

小郡

嘉川

秋穂二島

秋穂阿知須

佐山

陶

湯田
白石

大殿

名田島

大歳

A B C

農山村エリア9地域（オレンジ色と黄色）
仁保、小鯖、陶、鋳銭司、名田島、秋穂二島、秋穂、徳地、阿東地域

A：国勢調査におけるH7年とR2年の25年間を比較して、人口増減率がおおむね
▲20％の地域

B：国勢調査におけるH27年とR2年の5年間を比較して、人口増減率がおおむね
▲10％の地域

C：H27.10.1～R2.9.30の5年間において、市内・県内・県外への転出が、転入
を上回っている地域

1
2
3
4
5

○ ○
○
○

○
○

○

長期にわたって
人口減少が
進んでいる地域

直近5年間で
人口減少が
進んでいる地域

直近5年間で
転出超過と
なっている地域

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）

白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
大歳
陶

鋳銭司
名田島

秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂

阿知須
徳地
阿東

▲112人転出  1,034人 転入  922人 ＋224人転出  650人 転入  874人

▲77人転出  1,335人 転入  1,258人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

300

800300 200 100 0 100 200 300 600 400 200 0 200 400 600 800

200 100 0 100 200 300

181 124

295
139
131

67
75

628

110
83
75

54
204

123
16
19

45
80
75

10
9

2
9
4

76
4

13
3

10

0

134
221

113 167

314
124
130

62
50

578 

124
145

104
94

240

102
17
15

140
276

53
61
59

5
5

41
4
8
7
14

0
1

1

0 

【5年間の人口増減】
＋35人
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③ 湯田地域

② 白石地域

＋177人転出  1,777人 転入  1,954人 ＋274人転出  912人 転入  1,186人

▲173人転出  1,880人 転入  1,707人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

＋342人転出  1,049人 転入  1,391人 ＋282人転出  684人 転入  966人

▲156人転出  1,573人 転入  1,417人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

300

400 300 200 100 0 100 200 300 400

200 100 0 100 200 300

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋278人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋468人
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湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
大歳
陶

鋳銭司
名田島

秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂

阿知須
徳地
阿東

下関市

防府市

宇部市

周南市

岩国市

その他

113 147
105

94
84

61
193

220
7
9

154
85

94
107

118

5
7
9

74
12
10

4
13

4
0 

4

181 177
157
148

80
85

319

248
11
11

239
147

114
131

108

113
11
19

11
18

8
6
6
2
4
3

500 400 300 200 100 0 100 200 300 400 500

大殿
白石
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
大歳
陶

鋳銭司
名田島

秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂

阿知須
徳地
阿東

102
248

13
18

193
113

355
219

297
3

11
0 
3

21
13

123
14

9
9

13

123
220

17
21

240
155

407
215

292
10
11
6
9
19

2
140

6
24

9
28

4003002001000100200300400

下関市

宇部市

防府市

周南市

萩市

その他

178
160

127
114

59
274

180
173

107
118

213

395

1,000 800 600 400 200 0 200 400 600 800 1,000

広島県

福岡県

東京都

大阪府

岡山県

その他

380
273

211
128

92

369
212

187
86
104

749 796

277
241
209

104
77

665

286
215

178
76
88

574 
800 600 400 200 0 200 400 600 800

広島県

福岡県

東京都

大阪府
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その他
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⑤ 小鯖地域

④ 仁保地域

▲64人転出  362人 転入  298人 ▲14人転出  279人 転入  265人

▲4人転出  243人 転入  239人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

＋5人転出  235人 転入  240人 ▲121人転出  605人 転入  484人

＋100人転出  133人 転入  233人

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

100 75 50 25 0 25 50 75 100

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲82人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲16人
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陶
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57
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1
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1
1
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3
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1
6

200 150 100 50 0 50 100 150 200

下関市

宇部市

周南市

防府市

岩国市

その他
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100 75 50 25 0 25 50 75 100
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8
7
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41

16
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7

97 
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陶
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5
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6
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2
0 

0 
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7
7
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0
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9
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3
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0
0
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15
6

0
3

10

0
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⑦ 宮野地域

⑥ 大内地域

▲419人転出  1,641人 転入  1,222人 ＋75人転出  916人 転入  991人

▲358人転出  1,585人 転入  1,227人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

＋14人転出  2,144人 転入  2,158人 ＋80人転出  1,689人 転入  1,769人

▲334人転出  1,923人 転入  1,589人

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲702人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲240人
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399
341

200
121

96766

271
301

133
85
62

737 

400 300 200 100 0 100 200 300 400

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
吉敷
平川
大歳
陶

鋳銭司
名田島

秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
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徳地
阿東
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155
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30
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5
4
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4
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9
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7
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221
85

113
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30

221
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4
2
2
8
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0
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⑨ 平川地域

⑧ 吉敷地域

＋272人転出  1,924人 転入  2,196人 ▲76人転出  1,808人 転入  1,732人

＋157人転出  3,134人 転入  3,291人

転出 転入
転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

▲200人転出  2,026人 転入  1,826人 ＋360人転出  1,011人 転入  1,371人

▲389人転出  2,083人 転入  1,694人

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋353人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲229人

600 400 200 0 200 400 600

53
114

407
31
20

206
98

296
450

6
18

8
9

47
6

186
15

30
9

17

45
94

355
33

20
197

144
231

348
14
9
13
12
27

8
199

27
24

7
19

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
平川
大歳
陶

鋳銭司
名田島
秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂
阿知須
徳地
阿東

500 400 300 200 100 0 100 200 300 400 500

185
162
157

102
67

338

294
198

153
121
144

461

下関市

宇部市

防府市

周南市

美祢市

その他

1,200 800 400 0 400 800 1,200

349

275

201

94

89
1,075

244

201

111

73

70

995 

広島県

福岡県

東京都

岡山県

大阪府

その他

500 400 300 200 100 0 100 200 300 400 500

61
131

215
13

31
375

102
231

398
5

17
6
9

37
7

222
12

25
2

25

80
107

219
22
35

367
178

296
461

18
5
9
9

38
5

236
22
31

9
49

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
大歳
陶

鋳銭司
名田島
秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂
阿知須
徳地
阿東

800 600 400 200 0 200 400 600 800

553
243
248

157
115

492

260
302

239
174

132
625

宇部市

防府市

下関市

周南市

岩国市

その他

2,000 1,5001,000 500 0 500 1,0001,500 2,000

460

481

243

154

94
1,702

463

417

142

139

151
1,979 

福岡県

広島県

東京都

大阪府

長崎県

その他

280

資
料
編

参
考
資
料
（
デ
ー
タ
集
）

7



⑪ 陶地域

⑩ 大歳地域

▲41人転出  200人 転入  159人 ＋3人転出  149人 転入  152人

＋8人転出  181人 転入  189人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

＋114人転出  2,095人 転入  2,209人 ＋259人転出  1,125人 転入  1,384人

▲54人転出  1,910人 転入  1,856人

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲30人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋319人

500 400 300 200 100 0 100 200 300 400 500

59
108

292
7

24
253

123
348

461
6

18
4

12
62

21
260

10
15

4
8

75
118

297
11
24

245
153

450
398

10
15

5
12

39
8

270
14
26

10
29

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
陶

鋳銭司
名田島

秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂

阿知須
徳地
阿東

500 400 300 200 100 0 100 200 300 400 500

216
198
188

126
59

338

254
214
201

132
134

449

宇部市

下関市

防府市

周南市

萩市

その他

1,000 750 500 250 0 250 500 750 1,000

355
318

207
137

84
809

311
266

143
94
97

945 

広島県

福岡県

東京都

大阪府

岡山県

その他

80 60 40 20 0 20 40 60 80

0 
3

10
1

5
11

4
14

18
10

8
8

4
29

4
60

6
4
1
0 

10
4
3
2

0
13

10
6
5
6

12
8

2
7

1
55

6
7

0
2

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
大歳

鋳銭司
名田島

秋穂二島
嘉川
佐山
小郡
秋穂

阿知須
徳地
阿東

60 40 20 0 20 40 60

54
22

12
10

16
35

48
30

16
15

6
37

防府市

宇部市

下関市

周南市

美祢市

その他

150 100 50 0 50 100 150

26
24
23
24

5
79

24
19

10
5

21
110 

広島県

福岡県

東京都

愛知県

兵庫県

その他

281

資
料
編

参
考
資
料
（
デ
ー
タ
集
）

7



⑬ 名田島地域

⑫ 鋳銭司地域

▲28人転出  109人 転入  81人 ±0人転出  45人 転入  45人

▲10人転出  45人 転入  35人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

＋34人転出  143人 転入  177人 ＋29人転出  176人 転入  205人

＋6人転出  114人 転入  120人

転出 転入

転出 転入

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲38人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋ 69人

60 40 20 0 20 40 60

1
4

11
3

0 
11

2
9

5
15

12
0 

1
1
2

46
12

8
0 
0 

9
4

11
0

6
6
5

18
17
18

8
8

3
2
2

31
23

4
1
1

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
大歳
陶

名田島
秋穂二島

嘉川
佐山
小郡
秋穂
阿知須
徳地
阿東

100 50 0 50 100

66

30

14

17

9

40

72

48

17

10

18

40

防府市

宇部市

周南市

下関市

萩市

その他

100 50 0 50 100

29
16
12

6
7

44

34
21

7
10

2
46 

広島県

福岡県

東京都

岡山県

滋賀県

その他

50 40 30 20 10 0 10 20 30 40 50

0 
2

6
0 
0 

6
2

13
9

5
8
8

1
4

2
36

2
5

0 
0 

0
0
0
0
0

4
4

8
6

4
8

0
0
1

0
39

6
1

0
0

大殿
白石
湯田
仁保
小鯖
大内
宮野
吉敷
平川
大歳
陶

鋳銭司
秋穂二島

嘉川
佐山
小郡
秋穂
阿知須
徳地
阿東

20 10 0 10 20

14
6

3
6

1
15

6
13

8
5
6
7

防府市

宇部市

下関市

山陽小野田市

萩市

その他

20 10 0 10 20

15
7

4
0 

1
18

9
5

4
6

2
9 

福岡県

広島県

東京都

熊本県

島根県

その他

282

資
料
編

参
考
資
料
（
デ
ー
タ
集
）

7



⑮ 嘉川地域

⑭ 秋穂二島地域

＋230人転出  370人 転入  600人 ＋129人転出  414人 転入  543人

▲16人転出  404人 転入  388人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

▲36人転出  159人 転入  123人 ▲36人転出  112人 転入  76人

＋21人転出  84人 転入  105人

転出 転入

転出 転入

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋ 343人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲51人
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⑰  小郡地域

⑯  佐山地域

▲62人転出  1,795人 転入  1,733人 ＋490人転出  2,098人 転入  2,588人

▲54人転出  4,520人 転入  4,466人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

＋69人転出  137人 転入  206人 ＋51人転出  142人 転入  193人

▲17人転出  155人 転入  138人

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋374人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋103人
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⑲ 阿知須地域

⑱ 秋穂地域

▲15人転出  418人 転入  403人 ＋123人転出  798人 転入  921人

▲58人転出  827人 転入  769人

転出 転入 転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

▲32人転出  283人 転入  251人 ▲70人転出  372人 転入  302人

＋3人転出  338人 転入  341人

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

＋50人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲99人
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　 阿東地域

⑳ 徳地地域

4

42
39

29
12
10

71

29
21
19
24

7
119 

▲181人転出  336人 転入  155人 ▲50人転出  199人 転入  149人

▲12人転出  223人 転入  211人

転出 転入

転出 転入

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

▲67人転出  141人 転入  74人 ▲128人転出  412人 転入  284人

＋16人転出  203人 転入  219人

転出 転入

【県外の転出入状況（上位5都道府県）】

【市内の転出入状況】 【県内の転出入状況（上位5市町）】

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲243人

市内・県内・県外の転出入状況（H27.10.1～R2.9.30）
【5年間の人口増減】

▲179人
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用語（五十音順） 説　　明 初出ページ

インバウンド 外国人が訪れてくる旅行のこと。 11 

SNS
ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service）の略。
狭義には、人と人とのつながりを促進し、社会的なネットワークの構築
を支援するインターネットを利用したサービス。

85 

エリアマネジメント
地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・
事業主・地権者等による主体的な取組のこと。

53 

カーボンニュートラル

二酸化炭素を始めとする温室効果ガスの排出量と、植林、森林管理など
による吸収量を均衡させること。
国においては、令和2年(2020年)10月に「2050年カーボンニュートラル
宣言」を行い、「地球温暖化対策計画」の中で、令和12年度(2030年度)の
中期目標及び目標の達成に向けて各主体が取り組むべき対策や国の施策
等を示している。

13 

簡易水道
水道事業のうち、計画給水人口が101人以上5,000人以下のもの。
本市では、阿東地域における嘉年、徳佐、長門峡、篠生、生雲、赤松、
篠目の各簡易水道がある。

87 

関係人口
移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や
地域の人々 と多様に関わる者のこと。

50 

グラフィックレコーディング
会議等で出された意見やアイデアをリアルタイムにイラストにしてまと
める手法で、アイデアや会議内容等を可視化する技術。通称「グラレコ」。

133 

KGI（重要目標達成指標）
Key Goal Indicatorの略。最終目標（ゴール）に対する達成状況を計測す
るための定量的な指標。

40 

KPI（重要業績評価指標）

Key Performance Indicatorの略。最終目標（ゴール）を達成するための
プロセスが適切に実施されているかを計測するための定量的な指標。最
終目標到達のためのプロセスは単一では無いことが多いため、一つのKGI
に対し、複数のKPIが含まれる。

42 

広域経済・交流圏

分散型都市構造にある山口県において、広島、福岡・北九州地方中枢都
市圏の中間に位置する県央部において求心力のある中核となる都市圏を
形成し、圏域を構成するそれぞれの都市が、都市機能の役割分担・共有・
連携のもとで、高次の都市機能の集積・強化を図り、交流や雇用が創出
され、人口減少時代にあっても将来にわたって経済成長や発展を続け、
個性と活力に満ちた一体性のある圏域形成が望まれるエリアのこと。

16 

広域交通結節点 市内外の広域的な移動、交流、連携・補完を支える公共交通等の結節点。 5

高次の都市機能
行政、教育、文化、情報、商業、交通、レジャーなど住民生活や企業の
経済活動に対して、各種のサービスを提供する都市自体が持つ高いレベ
ルの機能で、都市圏を越え、広域的に影響力のある機能。

16 

コミュニティ・スクール
学校、家庭、地域の方が協働しながら子どもたちの豊かな成長を支えて
いく仕組み。学校運営協議会が設置された学校のことを指す。
本市では、全ての小・中学校をコミュニティ・スクールに指定している。

44 

サプライチェーン
商品の企画・開発から、原材料や部品などの調達、生産、在庫管理、配
送、販売、消費までのプロセス全体を指し、商品が最終消費者に届くま
での「供給の連鎖」（Supply Chain）を指す。

15 
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用語（五十音順） 説　　明 初出ページ

持続可能な開発目標
（SDGs）

Sustainable Development Goalsの略。平成27年(2015年）の国連
サミットで採択された令和12年（2030年）を年限とする国際目標。
誰一人取り残さない、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向
けて、「すべての人に健康と福祉を」、「働きがいも経済成長も」、「住み続
けられるまちづくりを」などの17のゴール（目標）と、それらを達成するた
めの具体的な169のターゲットが設定されている。

19 

将来人口推計

本市における将来人口推計は、令和2年国勢調査をもとに、年齢別人口に
対し、出生率（子ども女性比）や社会移動率等の仮定値を当てはめて計算
する方法（コーホート要因法）により、2060年までの人口を独自に推計し
ている。

10 

人口集中地区

人口集中地区（DID）とは、統計データに基づいて一定の基準により「都市的
地域」を定めたもの。国勢調査の基本単位区等を基礎単位として、①原則
として人口密度が1平方キロメートル当たり4,000人以上の基本単位区等
が市区町村の境域内で互いに隣接して、②それらの隣接した地域の人口が
国勢調査時に5,000人以上を有するこの地域を「人口集中地区」としている。

9

人工知能（AI）
Artificial Intelligenceの頭文字。人間の思考プロセスと同じような形で
動作するプログラム、あるいは人間が知的と感じる情報処理・技術といっ
た広い概念で理解されている。

12 

森林環境譲与税（森林環境税）

「森林環境譲与税」は、市町村による森林整備の財源として、令和元年
度（2019年度）から、市町村と都道府県に対して、私有林人工林面積、林
業就業者数及び人口による客観的な基準で按分して譲与されている。
令和6年度（2024年度）からは、「森林環境税」として、個人住民税均等割
の枠組を用いて、国税として1人年額1,000円を市町村が賦課徴収するこ
ととなっている。
これらは、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律に基づき、市町
村においては、間伐等の「森林の整備に関する施策」と人材育成・担い手の
確保、木材利用の促進や普及啓発等の「森林の整備の促進に関する施策」
に充てることとされている。

46 

スクールソーシャルワーカー

虐待、いじめ等の諸問題に関して、児童相談所等、関係機関と連携しな
がら、家庭訪問をして児童・生徒や保護者のケアや学校への指導や助言
を行う役割を担う。社会福祉士や精神保健福祉士等の有資格者が職務に
当たっている。

44 

生活関連機能
商店、飲食店、郵便局やATM、一般診療所や歯科診療所、介護老人福祉
施設、保育所、小学校、商店、地域公共交通など、生活に関連したサー
ビスを提供する機能。

9 

多文化共生
国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な
関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと。

113 

地域おこし協力隊

都市地域から農山村等に移住し、一定期間、地域に居住して、地域ブラ
ンドや地場産品の開発・販売PR等の地域おこしの支援、農林水産業への
従事、住民の生活支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域へ
の定住・定着を図る取組。

50 

地 域 活 性 化 人 材 育 成 事 業
（SPARC）

「地域活性化人材育成事業~SPARC~」（スパーク）は、地域社会と大学間
の連携を通じて既存の教育プログラムを再構築し、地域を牽引する人材
を育成することを目的とする文部科学省の補助事業。
山口市内では、山口大学、山口県立大学、山口学芸大学の3大学連携に
よる「ひとや地域（まち・文化・教育）のwell-beingに貢献する文系DX
人材の育成事業」が令和4年(2022年)8月にSPARCに採択されている。

56 
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用語（五十音順） 説　　明 初出ページ

地域協育ネット

幼児期から中学校卒業程度までの子どもたちの15年間の育ちや学びを地
域総がかりで見守り、支援するための概ね中学校区をひとまとまりとし
たネットワークのこと。

「協育」という言葉には、学校・家庭・地域が「協」働して、子どもたちの
生きる力を「育」むという意味が込められている。
平成23年度（2011年度）から、山口県教育委員会が各市町教育委員会と
連携しながら推進しており、現在、山口市では、全ての中学校区に協議
会を設置し、地域協育ネットコーディネーターを配置している。

44 

地域共生社会
制度・分野ごとの「縦割り」や、「支え手」、「受け手」という関係を超えて、
世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きが
い、地域をともに創っていく社会のこと。

47 

地域脱炭素

令和3年(2021年)6月に国が示した「地域脱炭素ロードマップ」によると、
地域脱炭素は、脱炭素を成長の機会と捉え、経済を循環させ、防災や暮
らしの質の向上等の地域の課題を併せて解決する地方創生に向けた成長
戦略であるとされている。
本市においては、令和3年（2021年）12月に「山口市ゼロカーボンシティ
宣言」を行い、地球温暖化という課題に向き合い、地域脱炭素の取組を積
極的に進めていく決意を表明している。 

13 

地域づくり協議会
本市では、自治会を中心として様々な団体が連携し、地域づくりに取り
組む主体を総称して「地域づくり協議会」と位置づけている。
現在、市内21地域の全てに地域づくり協議会が組織されている。

3 

デジタル・デバイド
インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用でき
ない者との間に生じる格差のこと。

56 

デスティネーションキャンペーン
（DC）

北海道から九州までのJR旅客6社が、現地の自治体や観光会社、旅行会社
などと協力し、地域の新たな観光素材をPRし誘客する大型キャンペーン
のこと。

「Destination」とは、旅の目的地や行き先を指す。

11 

テレワーク
ICT（情報通信技術）を活用した、場所や時間に捉われない柔軟な働き方。
tele(離れた所)とwork(働く)をあわせた造語。

14 

農山村エリア
本計画においては、国が指定する過疎地域又は過疎地域と同様に人口減
少が進んでいる9地域（仁保、小鯖、陶、鋳銭司、名田島、秋穂二島、秋
穂、徳地、阿東地域）を指す。

9 

ふるさと指標
山口市で暮らす「豊かさ」を「シビックプライド（山口への愛着や誇り）」、

「心の豊かさ」、「まちの豊かさ」の3つの観点から、市民アンケートによっ
て測る本市独自の指標。

19 

本物の学力
知識・技能や思考力・判断力・表現力だけでなく、自己肯定感や自己有
用感、学びに向かう力、他者と協働する力、自己決定力などの、いわゆ
る非認知能力も重視した本市独自の学力観のこと。

27 

MaaS（マース）
Mobility as a Service（サービスとしての移動）の略。 ICT（情報通信技
術）を活用し、バスや電車、タクシーなど、自家用車以外のすべての交通
手段による移動を、ひとつのサービスで完結させることを指す。

39 

マイクロツーリズム 自宅から1~2時間程度の移動圏内で観光する近距離旅行の形態のこと。 11 
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用語（五十音順） 説　　明 初出ページ

MICE（マイス）

企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行(IncentiveTravel）、
国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本
市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交
流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。

52 

みどりの食料システム戦略

食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立を実現させるための政策
方針（令和3年(2021年)5月策定）。
2050年までに、化学農薬の使用量50%低減、輸入原料や化石燃料を原料
とした化学肥料の使用量30%低減、耕地面積に占める有機農業の取組面
積の割合を25%に拡大することなどを目指す。

46 

山口県央連携都市圏域

国の「連携中枢都市圏構想」に基づき、本市、宇部市、萩市、防府市、美
祢市、山陽小野田市、島根県津和野町の7市町で構成する県央部における
広域連携の枠組み。
本市と宇部市が連携中枢都市（中心都市）となり、近隣の自治体と連携
し、「経済成長のけん引」、「高次都市機能の集積・強化」及び「生活関連機
能サービスの向上」に取り組むことにより、一定の圏域人口を有し活力あ
る社会経済を維持することができる圏域を形成することが目的。

16 

やまぐち路傍塾
山口市教育支援ネットワーク「やまぐち路傍塾（ろぼうじゅく）」。 
学校や地域交流センター等の学校教育・社会教育・生涯学習を支援する、
ボランティア人材登録制度。

37 

ヤングケアラー
本来、大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に
行っているこどものこと。

44 

UJIターン

大都市圏の居住者が地方へ移住することの総称。Uターン、Jターン、Iター
ンをあわせた言葉。
Uターンは、生まれ育った故郷から進学や就職を期に都会へ移住した後、
再び生まれ育った故郷に移住すること。Jターンは、生まれ育った故郷
から進学や就職を期に都会へ移住した後、故郷に近い地域に移住するこ
と。Iターンは、生まれ育った故郷から進学や就職を期に、故郷とは別の
地域に移住することを指す。

45 

ユニバーサルデザイン
あらかじめ、障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な
人々が利用しやすい都市や生活環境をデザインする考え方のこと。

44 

リカレント教育

学校教育からいったん離れて、社会に出た後も、それぞれの人の必要なタ
イミングで再び教育を受け、仕事と教育を繰り返すこと。日本では、仕
事を休まず学び直すスタイルもリカレント教育に含まれ、社会人になっ
てから自分の仕事に関する専門的な知識やスキルを学ぶため、「社会人の
学び直し」とも呼ばれる。（recurrent:反復、循環、回帰）

46 

ワーケーション
Work(仕事)とVacation(休暇)を組み合わせた造語。テレワーク等を活用
し、普段の職場や自宅とは異なる場所で仕事をしつつ、自分の時間も過
ごすこと。余暇主体と仕事主体の2つのパターンがある。

11 

やまぐち地域共創プラットフォーム

地域を取り巻く課題に対して、産学官金が一体となった恒常的な議論の
場を構築し、地域課題を共有・把握するとともに、地域の人材育成や課
題解決を図ることを目的とした仕組み。令和4年（2022年）11月に、山口
大学、山口県立大学、山口学芸大学、山口商工会議所、山口銀行、山口
市を会員として設立。
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